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論 文 題 目  
T h e  e f f e c t  o f  t h e  c h a l l e n g i n g  t w o  h a n d e d  r h y t h m  t a p p i n g  t a s k  t o  
D L P F C  a c t i v a t i o n  
（ D L P F C を 賦 活 さ せ る 難 易 度 の 高 い 両 手 に よ る リ ズ ム タ ッ ピ ン グ 課 題 の 効
果 に つ い て ）  
 大 脳 半 球 の 前 頭 前 野 背 外 側 領 域 ( d o r s o l a t e r a l  p r e f r o n t a l  c o r t e x、 D L P F C )は
遂 行 機 能 ・ 注 意 機 能 ・ ワ ー キ ン グ メ モ リ 等 の 情 報 処 理 に 関 わ る 脳 領 域 と し て 知
ら れ て い る 。 音 楽 刺 激 は 、 他 の 視 覚 刺 激 等 と 比 較 し て 高 い 予 測 性 を も つ た め に
注 意 を 促 し や す い 等 の 特 性 が あ り 、 す で に 療 法 と し て 遂 行 機 能 障 害 や 注 意 障 害
が あ る 対 象 者 に 対 し て 臨 床 応 用 さ れ 、 治 療 的 効 果 を 得 て い る 。 こ の 音 楽 の 治 療
的 効 果 の 機 序 と し て 音 楽 刺 激 が D L P F C を 効 果 的 に 活 性 化 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ
て い る 。 本 研 究 で は こ の 可 能 性 を 検 討 す る た め に 、 音 楽 療 法 に お い て よ く 用 い
ら れ て い る リ ズ ム に 合 わ せ て タ ッ ピ ン グ を 行 う リ ズ ム タ ッ ピ ン グ 課 題 遂 行 中 の
D L P F C の 活 動 変 化 を 観 察 し た 。  
 3 0 名 の 健 常 被 験 者 （ 男 性 9 名 、 女 性 2 1 名 、 平 均 年 齢 2 2 . 0 ± 2 . 4 歳 、 右 利 き
2 6 名 ） に 、 左 右 の 手 そ れ ぞ れ で リ ズ ム に 合 わ せ て 難 易 度 の 異 な る タ ッ ピ ン グ を
行 う リ ズ ム タ ッ ピ ン グ 課 題 を 行 わ せ た 。 こ の リ ズ ム タ ッ ピ ン グ 課 題 に は 、 1 分 間 に 3 0
セ ッ ト の タ ッ ピ ン グ を 行 わ せ る 「 簡 単 な 課 題 」 ( E 課 題 )、 1 分 間 に 6 0 セ ッ ト の タ ッ ピ
ン グ を 行 わ せ る 「 中 程 度 の 課 題 」 ( I 課 題 )、 1 分 間 に 8 0 セ ッ ト の タ ッ ピ ン グ を 行 わ せ
る 「 最 も 速 く 困 難 な 課 題 」 ( D 課 題 )  の 3 種 類 を 用 い た 。 各 課 題 遂 行 中 の D L P F C の 酸
素 化 ヘ モ グ ロ ビ ン ( H b )濃 度 変 化 を 機 能 的 近 赤 外 分 光 シ ス テ ム （ f N I R S :  f u n c t i o n a l  
N e a r  I n f r a r e d  S p e c t o r o s c o p y； F O I R E - 3 0 0 0、  S h i m a z u  C o、 J a p a n） を 用 い て
計 測 し た 。 ま た 、 各 課 題 に お け る タ ッ ピ ン グ 動 作 の 正 答 率 を 測 定 す る た め に タ ッ ピ
ン グ 動 作 を ビ デ オ 撮 影 し た 。 課 題 間 の タ ッ ピ ン グ の 正 答 率 に つ い て は F r i e d m a n ’ s  
t e s t を 用 い て 統 計 学 的 に 検 定 し 、 各 課 題 に 対 す る 酸 素 化 H b 濃 度 変 化 を 示 す 信 号 強
度 に つ い て は 分 散 分 析 を 行 い 、 T u k e y ’ s  t e s t を 用 い て 事 後 検 定 （ 有 意 水 準 5 %）
を 行 っ た 。  
E 課 題 の 正 答 率 は 9 9 %（ 中 央 値 ） 、 I 課 題 の 正 答 率 は 9 8 %、 D 課 題 の 正 答 率 は
8 3 %で あ っ た 。 統 計 学 的 検 定 の 結 果 、 I 課 題 の 正 答 率 は E 課 題 の 正 答 率 よ り も 有
意 に 低 く ( p = 0 . 0 1 2 )、 ま た D 課 題 の 正 答 率 は I 課 題 の 正 答 率 よ り も 有 意 に 低 く な
り ( p < 0 . 0 0 1 )、 課 題 が 難 し く な る に 従 っ て 正 答 率 は 低 下 し た 。 酸 素 化 H b 濃 度 変
化 に 関 し て は 、 左 右 大 脳 半 球 の D L P F C に お い て D 課 題 遂 行 中 に 顕 著 な 信 号 強
度 の 増 加 が 観 察 さ れ た 。 分 散 分 析 の 結 果 、 D 課 題 遂 行 中 の 酸 素 化 H b 濃 度 変 化 を
示 す 信 号 強 度 は 、 E 課 題 お よ び I 課 題 遂 行 中 の 信 号 強 度 よ り も 有 意 に 高 か っ た
( p < 0 . 0 0 1 )。 E 課 題 お よ び I 課 題 遂 行 中 の 信 号 強 度 の 間 に は 有 意 差 は 認 め ら れ な
か っ た 。   
 D L P F C の 活 動 は 運 動 量 の 増 減 に よ っ て 変 化 し な い こ と が 知 ら れ て お り 、 D 課
題 遂 行 中 に 観 察 さ れ た 酸 素 化 H b 濃 度 上 昇 を 示 す 信 号 強 度 の 有 意 な 増 加 は 、 タ ッ
ピ ン グ 回 数 の 増 加 す な わ ち 運 動 量 の 増 加 に よ っ て 生 じ た の で は な く 、 遂 行 機 能 ・ 注
意 機 能 ・ ワ ー キ ン グ メ モ リ 等 の 高 次 脳 機 能 の 亢 進 に よ っ て 生 じ た と 考 え ら れ る 。
本 研 究 結 果 は 、 リ ズ ム タ ッ ピ ン グ の テ ン ポ が 速 い 高 難 度 課 題 遂 行 中 で は 健 常 被
験 者 の D L P F C が 強 く 賦 活 す る こ と を 示 し て お り 、 こ の こ と は 遂 行 機 能 障 害 や 注
意 障 害 が あ る 対 象 者 に お い て も 、 リ ズ ム タ ッ ピ ン グ 課 題 の テ ン ポ を 調 整 す る こ
と で 、 そ の D L P F C を 効 果 的 に 活 性 化 さ せ る こ と が で き る 可 能 性 を 示 唆 し て い
る 。  
 以 上 の こ と か ら 、 リ ズ ム タ ッ ピ ン グ 課 題 遂 行 中 の D L P F C の 活 動 変 化 を 解 析 し
た 結 果 、 テ ン ポ を 速 く す る こ と に よ っ て 遂 行 機 能 の 負 荷 が 増 大 す る と 左 右
D L P F C は 強 く 賦 活 す る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
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